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コロナウイルスが流⾏し始めた 2020 年、4 ⽉には全国の⼩学校が休校措置を取ることに
なった。それによって⼦供たちの学習状況や先⽣たちの対応について初期のアンケート
がまとめられていた。これらの数値を読み解くことで、学校が休校になったことによる教
育への影響を把握することができる。 
まず、コロナ初期であったことから、迅速な対応ができていないことが、従来の教科書や
ワークを使って宿題が出されていただけ、の学校が 90%を占めていることからもわかる。
さらに 40%の学校で家庭訪問が実施されており、先⽣の負担も増⼤させてしまっている。 
加えて、95％近くの学校で給⾷が実施されていないことで、貧困世帯での⾷事の機会が
奪われてしまっている可能性も否定できない。 
 
今回の調査では、分析等が⾏われているわけではなかったが、数値からたくさんのことを
推測することができ、興味深かった。現在ではオンライン授業等が実施されており、ウィ
ズコロナでの教育が拡充されてきているように感じる。 

 


